
常磐大学心理臨床センター主催 第２０回公開研修会

児童虐待予防・子育て支援分野で、2000年前後から、諸外国の親教育プログラムが
日本に紹介され、全国に広まりつつあります。Nobody’s Perfect「完璧な親なんていな
い」やコモンセンスペアレンティングなどの実践を紹介するとともに、より子どもが小さい
時期からの親への働きかけの意義を考えたいと思います。試行的に行っている産前か
らのプログラムについても紹介します。

日 時：２０１７年７月１６日（日） １０：００～１２：００ （受付開始 ９：００）

会 場：常磐大学 Ｄ棟１階カンファレンス室

対 象：臨床心理士、臨床心理士をめざす大学院生、臨床心理学領域を教えて
いる教員の方、子育て支援・母子保健行政の職員の方、保健師、児童養
護施設等の職員の方

定 員：４０名（先着順）

参加費：１，０００円（大学院生は無料）

受 付：受講申込は、ＦＡＸ、郵送および本学心理臨床センターウェブサイトにて
行っています。詳細は裏面をご確認のうえ、受講申込をしてください。

駐車場：台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

児童虐待予防・子育て支援における
親教育プログラムの現状と課題

―ＮＰ・ＣＳＰ・ＢＰ、さらに産前からの親移行教育プログラムの意義―

【周辺図】

常磐大学心理臨床センター
〒310-8585 水戸市見和1-430-1
TEL：029-232-2874
FAX：029-232-0114
URL：http://www.tokiwa.ac.jp/tccp/index.html 

【お問い合わせ先】

講師 柴田 俊一 先生
常葉大学健康プロデュース学部・健康科学研究科臨床心理学専攻准教授（臨床心理士）

＜略歴＞
愛知学院大学大学院修士課程修了
浜松市母子保健センター心理相談員、浜松市役所児童家庭課家庭児童相談室心理相談員,
浜松市子育て家庭支援センター所長、浜松市児童相談所心理判定グループ長等を経て、現
在に至る

＜主な著書＞
『自分さがしの心理学』」分担執筆（ナカニシヤ出版）、 『臨床心理学入門』分担執筆（ミネルヴァ書房）、
『臨床心理士の仕事』分担執筆(現代のエスプリ）、『心理臨床の広がりと深まり』分担執筆（遠見書房）


